
益田市人権・同和問題基本計画について 

 

１．経過（１１月２日以降） 

 ・１１月 ７日 人権・同和問題解決推進委員会 尾庭会長より市長へ答申 

・１１月 ９日 政策調整会議において計画（案）協議 

・１１月１８日 福祉環境委員会調査会において計画（案）協議 

・１１月２８日 全員協議会において計画（案）協議 

・１２月１日～１２月２６日 パブリックコメント実施 

          意見書の提出なし 

  ・１月２７日  計画策定 

・２月１６日  福祉環境委員会調査会へ報告 

 

２．計画案に対する意見について 

意 見 市の考え方 

「益田市人権・同和問題基本計画」の表題につい

て、国も県も「同和問題」という言葉が入ってい

ないのに、なぜ益田市だけ入っているのか。特別

措置法も廃止された経過を踏まえると、益田市人

権問題基本計画とか、人権施策推進基本計画とか

で良いのでは？ 

過去に起きた部落問題に関する市職員の差別

発言や、人権センターが設置された経過を踏

まえ、また、同和問題解決に向けた取組を、

様々な人権課題の取組に学びながら、市とし

て取組を進めていくため、表題は原案のとお

りとします。 

2P、「2計画改定の背景（2）国の取組」で、今年 4

月に「障害者差別解消法」が施行されているにも

かかわらず「障害者自立支援法」で国の取組は終

わっているがいかがか？ 

2P、「障害者差別解消法」について、計画の中

に記述します。 

10P、（3）子どものところで、発達障害者支援法の

関係から発達障がいのある子ども等への取組など

も考えたらと感じた。 

10P、（3）子ども【施策の方向性と取組】③要

保護児童等への適切な支援の中に、発達障が

いのある子ども等への取組も包含していま

す。 

16P、「3重要課題への対応（6）外国人」の記載に

ついて、2006年に益田市教育委員会が「益田市在

日外国人学校教育基本方針」を発行しているが、

そのことに全く触れていないのはいかがか？ 

16P、（6）外国人【施策の方向性と取組】①に、

2006 年に益田市教育委員会が発行している

「益田市在日外国人学校教育基本方針」につ

いて、計画の中に加筆します。 

資料１ 



21P、（11）様々な人権課題で、難病のことも入れ

られたら良かったと感じた。 

 

 

平成 25年 4月、障害者総合支援法で、新たに

障がい者の範囲に難病等が追加されたことに

伴い、本市の「安心いきいきプラン」では、

難病の方も対象としています。従って、本計

画でも、14P、（5）障がいのある人の項目で、

難病の方のことを包含しています。 

様々な人権課題に対する法律や市の条例、計画な

ど参考資料として載せたら良いのでは？ 

市の条例や計画など、市に関連があるものを

72Pに一覧表で記述します。 

 

３．今後のスケジュールについて 

  ・２月２８日  全員協議会へ報告 

 

 

 


